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研究成果の概要： 

ギリシア、ローマそしてビザンツにおける宗教・政治儀礼と政治体制との関係性を共通のテー

マとして、個別・具体的な事例研究をおこなった。政治史的な事実と宗教儀礼とを結びつける

際の危うさ踏まえたうえで、法と儀礼の相互関連性、パン・ヘレニックな祭祀拡大におけるポ

リス社会の関与、ビザンツ皇帝の即位における都市民衆の儀礼的関与といった具体的な個別事

例について、シンポジウムで公開し、比較・検討をおこなった。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

２００７年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

２００８年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

年度  

  年度  

総 計 15,800,000 4,740,000 20,540,000 

 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・西洋史 
キーワード：南欧史・地中海史 
 
１．研究開始当初の背景 
 
歴史学における儀礼への関心は、儀礼の政

治的利用に傾く嫌いがあった。それにたいし
て、儀礼は遍在し、社会的諸関係を反映する
とともに、社会的現実にたいして双方向的に
影響していたことを問題とすべきであった
行列等の儀礼を、政治的イデオロギーが恣意
的に操作していたとの前提に立ち、政治的イ
デオロギーのたんなる象徴とみなす研究が
主流を占めるのに対して、儀礼をひとつの実
践としてとらえる場合には、儀礼の担い手や、
儀礼の置かれた場、そして実践をとおした儀
礼自体の変容と周囲への働きかけについて

も検討されなくてはならない。従来から定期
的に研究会を開く中で、本共同研究の主たる
メンバーの間に上記のような問題関心が共
有されるに至った。 
 
 
２．研究の目的 

 
個々の事例について、特定の社会的・政治

的環境のなかで、儀礼的なるものがどのよう
に埋め込まれ、また、影響していたのかを明
らかにするとともに、古代ギリシアからビザ
ンツ帝国にいたる東地中海世界の政治的変
遷を、儀礼のありかたを通してあとづけるこ
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とを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 古代ギリシア・ローマ・ビザンツ世界につ
いて、それぞれ個別事例の検討をおこない、
研究会、セミナー等の機会を利用して、比較
対象をおこなった。基本的には、日程調整の
必要から、通常はそれぞれの本務校において
資料収集・検討を進め、年に 4回程度の研究
会を通して、問題関心の共有を図った。また、
儀礼は学際的なテーマでもあるため、人類学
の成果にも目配りをすべく、レクチャーを受
けた。 
 また、古代東地中海世界という大きなくく
りで共同研究をおこなうことで、本共同研究
は、他時代の研究者にたいして、古代の儀礼
研究の現状の一端を示すことものぞまれた
ため、公開のシンポジウムでメンバーの外の
反応も確認した上で、論考のかたちでまとめ
て公開することをめざした。 
 
４．研究成果 
 
 期間中に総括的なシンポジウムを開き、古
代社会における儀礼と共同体について報告
し、その成果を報告書としてまとめた。政治
史を儀礼をとおして読むという当初の目的
に沿って、具体的な事例を積み上げ、東地中
海世界全体にかかわる問題として示すこと
ができた。それをうけて公私にわたる結社に
焦点をしぼって共同研究を継続中である。 
 栗原は、紀元前 403 年のアテナイ回復民主
制時の和解を、その儀礼性に着目することで
ギリシアにおける私的・公的な和解の伝統的
形式の中に位置づけると共に、和解の誓約が
その後の政治過程の実践の中で咀嚼され、再
考され、アテナイの回復民主制下の市民社会
の中に取り込まれていく過程を明らかにし
た。 
 桑山は、後 2世紀のアテナイが「文化都市」
として変貌を遂げたことに着目した。この変
貌を主導したのは、ギリシア文化好きとして
知られたハドリアヌス帝と考えられる。彼が
作り上げたパンヘレニオンという都市同盟
に焦点を当て、この儀礼集団の発展が 2世紀
アテナイの変容にどのようにかかわってい
ったのかを考察した。 
 小林は、6－7世紀のコンスタンティノープ
ルのデーモスに着目し、この時期のビザンツ
国家において民衆がどのようなかたちで、そ
してどの程度政治に参与していたのかに関
して分析をおこなった。フォーカス帝の即位
儀礼の分析を通じ、皇帝の即位儀礼が、ある
程度、市民たちの考えを推し量る場と成って
いたということ、つまり、彼らはある程度主

体的に状況を判断し、一定の軍事力を持ち、
そして彼ら自身で指示する勢力を選択して
いたことが、示されたのである。 
 井上は、アウレリアヌスの太陽神崇拝につ
いて、これまでの先行研究が、貨幣発行から
神官職設置までの行為をひとまとめにして、
同皇帝による太陽神国教化政策として位置
づけてきたことを批判し、これらを別々の行
為として分けて理解すべきであることを指
摘した。アウレリアヌスの宗教政策に、太陽
神一神教や太陽神をローマ帝国の最高神に
据えようとする思想を見いだそうとするこ
とを、時代錯誤的な見方として断罪した。 
 これらの個別研究にたいして、シンポジウ
ムの場では、中尾が、栗原報告がギリシアに
おける和解儀礼一般について論じることが
果たしてできるのか、ギリシアにおける法の
一体性に対する疑問を、桑山報告にたいして
は、参加者にとっての儀礼の意味を、それぞ
れ問いかけた。また、南雲によって、即位の
儀礼自体ではなく、ビザンツにおけるデーモ
ス自体が、そもそも儀礼的な存在であったこ
とが指摘された。これらの限界はあるものの、
シンポジウムでは、儀礼構造の比較研究とい
う本共同研究の目的と成果について、肯定的
な反応がみられた。 
また、当日シンポジウムでは報告しなかっ

たが、共同研究に当初より研究協力者として
参加してきた、中尾と山内による、古典期か
らヘレニズム期にかけてのギリシアにおけ
る、奴隷解放儀礼(中尾)と、アスクレピオス
祭祀の拡大（山内）に関する研究が成果とし
て導かれており、これらを短い報告書として
暫定的に公開した。さらにシンポジウム企画
の過程で加わった南雲と佐野の、それぞれビ
ザンツ初期の典礼(南雲)とローマにおける
葬送組合（佐野）にかんする論考を加えて、
できるだけ公開かつ継続的に参照されうる
媒体で文字化することとし、『古代文化』誌
における特集として採用された。 
 またこのテーマに関して、バーバラ・レヴ
ィック講演会(京都)、甚野尚志セミナー(富山)
を開催した。 
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